




















































































































の清掃・営繕、 香華を備える） どの諸役を司どる堂衆からな ていた。さらに平安中期以降、 慈覚 円仁） 智証 （円珍）門徒による内部分裂（山門・寺門の争い） 、三塔相互の対立抗争、学生 堂衆の階級斗争、門跡寺院（三千院・青蓮院・妙法院・曼殊院 毘沙門堂）による 閥化な 、利権 めぐ 重層的な抗争がくりひろげられていた。これは叡山の肥大化による混乱と堕落によるものといってよかろう。　
このようなことから、 日本仏教史のうえで暗黒時代ともいわれているが、 一部には自己反省から、 『法華三大部私記』






として、それぞれの新しい天地を求めて離山している。ただ日蓮のみは、法華至上主義に立脚し、専唱題目を弘通するため、東国に下向している。叡山はこのような動向下にあったが、永仁五年（一二九七）八月にも 東塔北谷の学生理教房性算と円恵による、全山だけにとどまらず、公家や武家（六波羅探題 までまきこんだ事件が発生しているから、あるいはこれなどが引金になり、峨山禅師は を決意したのかもしれない。　
正安元年（一二九九）二十四歳 時、大乗寺の瑩山禅師に投じ、禅門に帰し弁道に励んでいる。また同三年 は、


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































らわれとみるべきである。 『徳翁高禅師語録』に「峩山のみ有て、徳四海に高く、臘九旬を過ぐ 是の故に人を得る尤も多し。就中太源、通幻 無端、大徹、実峯
ノ五大弟子兒孫綿綿として徧く天下に満つ。今洞下の寺院、充溝塞壑




」 （原漢文）とあり、 『本朝高僧伝』は、 「四七（二十八）の嗣法を接出し、
















禅師は独自の宗教的立場から、これを改め、正中偏（平等中の差別） ・ 中正（差別中の平等） ・正中来（絶対の真理） ・兼中至4
（差別の絶対） ・兼中到（絶対融合）としている。 （傍点は私に付した）







































































































































































































































（ｍ） （ｎ）の「尼しゆ一」およびその女「尼りようこ」は、 高畠小柴地頭職得田氏の一族とみられる。また（ｅ）の「地頭幸蓮田地寄進状」は「右志趣は天長地久・御願円満のため、殊に太上天皇御願皆満足、兼ねて又、今度の合戦大将軍中院中将良定朝臣の所願成就、 ならびに願主幸蓮の子孫繁昌・息災延命・心中諸願成就の故なり。仍て永代寄進の状、件の如し
）11
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17） 『本朝高僧伝』 （ 『大日本仏教全書 一〇二・ 三九上）参照。
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（
18） 『曹洞宗全書』語録一
　
四八上参照。
（
19）同右六三上参照。
（
20） 『新修門前町史』資料編１考古・古代・中世一六九上参照。
（
21） 『新修門前町史』資料編２総持寺一七上参照。
（
22） 『新修門前町史』資料編１考古・古代 中世一七〇下参照。
（
23）同右一七一上参照。
（
24）同右参照。
（
25）同右一七一下参照。
（
26）同右参照。
（
27）同右一七二上参照。
（
28）同右参照。
（
29） 『新修門前町史』資料編２総持寺一八下参照。
（
30） 『新修門前町史』資料編１考古・古代・中世一七二下参照。
（
31）同右一七三下参照。
（
32） 『新修門前町史』資料編２総持寺二〇上参照。
（
33）同右二一上参照。
（
34） 『新修門前町史』資料編１考古・古代・中世一七一上参照。
（
35） 『加能史料』室町Ⅲ二四三頁
（
36） 『新修門前町史』資料編１考古・古代 中世一七七下参照。
（
37）同右一七九下参照。
（
38）同右一八〇上参照。
（
39）同右参照。
（
40）同右一八二下参照。
（
41）同右一八四下参照。
新修總持寺史（二）
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（
42）同右一八八下参照。
（
43） 『新修門前町史』資料編２総持寺三七下参照。
（
44）同右四三上以下参照。
（
45） 『嶽山史論』
（
46） 『新修門前町史』資料編１考古・古代・中世一 四下以下参照。
（
47） 『新修門前町 』資料編２総持寺二九下参照。
（
48） 『新修門前町史』資料編１考古・古代 中世一八八下以
（
49）同右一八八上参照。
（
50）同右一八九上参照。
